
今
昔
物
語
集
の
疑
問
副
詞

「
何
ソ」

は
じ
め
に

乙
の
稿
は、
小
論「
平
安
時
代
漢
文
訓
読
疑
問
詞
疑
問
文
の一
文
型」(「言語

と文芸」
昭和四三
年五
月)
と
相
い
補
う
論
考
と
し
て 、
今
昔
物
語
集
に
於
け

る
疑
問
副
詞
「何
ソ」
と
「
何
ト」

が
そ
の
分
布
状
態
か
ら、
本
集
に
於
け
る

漢
文
訓
読
調
と
和
文
調
の
対
立
の一
例で
あ
る
と
考
え 、
和
文
中
の
「な
ぞ」

の
特
殊な
性
格
を
論
じ 、
さ
ら
に 、
同
じ
よ
う
な
意
味
と
用
法
を
持
ち
な
が

ら、
乙
の
二
語
と
違っ
て
本
集
全
体
に
ほ
ぼ
平
均
し
て
分
布
す
る
疑
問
副
詞

「何
テ」
を
め
ぐ
り 、
本
集
の
基
本
的
文
体
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
につ

い
て 、
山
口
佳
紀
氏
の
お
考
え
に
批
判
を
加
えつ
つ
考
察
し
よ
う
と
する
も
の

で
あ
る 。

一 、
疑
問
副
詞
「
な
ぞ」
の
成
立

上
代・
中
古
に
於
け
る
疑
問
詞
を
文
中
に
有
する
疑
問
文
の
な
か
に
は、

秋
さ
ら
ば
会ひ
見
む
も
の
を
奈匁
之
可
母
奇
里
匁
多
都
倍
久
奈
気
伎
之
麻

佐
牟。
〈万葉
集・
三
五八一)

花よ
り
も
人
乙
そ
あ
だ
に
な
り
に
け
れ
い
づ
れ
を
さ
き
に
と
ひ
ん
と
か
み

何
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「
何
テ」

自公

俊

太

城

良日

し。
(古今
集・
八五
O)

お
は
し
っ
き
た
る
心
地 、
い
か
ば
か
り
か
は
あ
り
け
む 。(源氏物語・
桐道〉

の
如
く 、

文
中
に
助
詞
「
か」
を
有
する
例
の
あ
る
と
と
は、
現
象
的
に
は
本

居
宣
長
が
「
詞
玉
諸」
の
中
に
お
い
て
指
摘
し 、
萩
原
広
道
が
「て
に
を
は
係

辞
弁」
で
そ
れ
を
係
辞と
認
定
し
た
とこ
ろ
で
あ
る
が、
次
に
例
を一示
すよ
う

に 、
助
詞
「
ぞ」
に
も
同
様
の
用
法が
あ
る
と
と
は、
宣
長
が
指
摘
し
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
か
えっ
て
広
道
は
逸
し 、
江
戸
時
代で
は
そ
れ
以
後
も

あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
かっ
た
よ
う
で
あ
る 。

よ
く

わ
た
る
人
は
年に
も
有
り
と
云ふ
を
何
時
間
曽
毛五ロ
懲
然
来 。(万

葉
集・
五二
三)

何
な
る
を
ゾ
〔
者〕
名
(づ
け)
て
二
無
所
有
と
為ふ 。(春日
政治博士

「西大寺本金
光明設勝王
経古典の
国語学的研究」
乾・
巻二)

明治
以
後
に
な
る
と 、
疑
問
副
詞
「な
ぞ」
につ
い
て
は、
そ
れ
が
「な
に

ぞ」
の
熟
合し
た
も
の
で
あ
り 、
「
ぞ」
の
部
分
が
係
助
詞
「ぞ」
に
あ
た
る

(
I)

 

と
と
は
認
識
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が、
係
助
詞
「
ぞ」
に
も 、
そ
れ
以
外

に
右
に
示し
た
よ
う
な
場
合の
用
法の
存
する
乙
と
が
再び
明
確
に
指
摘
さ
れ

た
の
は、
極
く

最
近
の
古
訓
点
研
究
の
進
捗に
よ
っ
て
で
あ
る 。
築
島
裕
博
士



今 昔物語集の疑問副詞「何ソJ I何トJ I何テ」
-刀

文
中
に
於て
疑
問
誇
の
下
に
伴っ
て
用
ゐ
ら
れ
る
「
ゾ」
の
用
法
は 、
「
イ

カニ
ゾ・」
「
イ
クニ
ゾ」
「イ
ヅコ
ニ
ゾ
」
「
ナニ
ゾ
」
(及びそれ
ら

の
被音使の
例〉
が
多
く 、
同
じ
疑
問
語
で
も 、
右
以
外
の
語
の
下に
附い

た
も
の、
例へ
ば 、
「
イ
ヅレ
ゾ
」
「
タレ
ゾ
」
「
ナニ
ヒ
ト
ゾ
」
「
ナ

ニ
ノ
ユ
ヱ
ニ
ゾ
」
な
ど
の
例
は一
般
に
少
く
て、
唯
平
安
初
期の
貼
本に

限
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
り 、
平
安
後
期
以
後
で
は
「イ
ヅ
レ
カ
・」

「
タ

レ
刻・」
「ナニ
ヒ
ト
刺・
」
「
ナニ
ノユ
ヱ
ニ
州・」
の
や
う
に
「
カ」
を

用
ゐ
るζ
と
が
多
く
なっ
た
ら
し
い 。(語研・
七二
四頁)

と
述べ
て
お
ら
れ
る
の
が 、
と
の
こ
と
に
つ
い
て
の
指
摘
の
最
初
と
し
て
よ
い

よ
う
で
あ
る。
勿
論 、
こ
れ
と
て
も
平
安
時
代の
漢
文
訓
読
の
場
合で
あっ
て

そ
れ
以
外
の
場
合 、
奈
良
時
代
の
和
歌
や
平
安
時
代の
和
文
の
状
態
に
つ
い
て

の
指
摘
は
未
だ
見
て
い
な
い 。
た
だ、
と
と
に
述べ
ら
れ
た
漢
文
訓
読
に
於
け

る
疑
問
文
の
訓
法
の
平
安
初
期
点
か
ら、
平
安
後
期
点
以
降へ
の
変
遷
が
漢
文

訓
読
以
外
の
場
合に
は 、
奈
良
時
代か
ら
平
安
時
代へ
の
推
移
に
ほ
ぼ
対
応
す

る
の
は
興
味
深
い 。

(
2)

 

上
代
の
文
献
に
見
え
る
用
例
は 、
先
に
示し
た
二
例
の
外 、
次
に一示
す
も
の

が
あ
る。み

吉
野
の
小
牟
漏
が
出品に
獣
伏
す
と
多
砲
曾
意
富
麻
弊
爾
麻
蒙
須 。
(古

事記・
下巻〉

懲
は
今
は
有
ら
じ
と
吾は
念へ
る
を
何借地
棚田
其
附
見
紫
有 。
(万
葉集・
六

九五)
葉
根
室
今
す
る
妹
は
無
か
り
し
を
何
妹
其
幾
許
轡
多
類 。
(同・
七
O六)

五口
が
待
ち
秋
は
来
た
りぬ
妹
と
吾
と
何
事
在
曽
紐
不
解
在
牟 。
(同・
二
O

三)

多
摩
川
に
曝
す
手
作
さ
ら
さ
らに
奈
仁
国
許
能
見
乃
己
許
太
可
奈
之
伎 。

(同・
三三七三〉

名
占
に
は
今
夜
と
告
ら
る
わ
が
背
な
は
阿国定的自
毛
許
与
比
与
期
呂
伎
麻
左

奴。
(同・
三
四六九)

秋
の
夜
を
長
み
に
か
有
ら
む
奈
曽
許
己
波
伊
能
祢
良
要
奴
毛
比
等
里
奴
礼

婆
可 。
(同・
三
六八四)

時々
の
花は
咲
け
ど
も
奈
年
須
礼
白
波ミ
受
布
波
奈
乃
佐
吉
泥
己
受
祁

牟 。
(同・
四一ニ二
三〉

とと
ろ
が 、
平
安
時
代に
至
る
と、
奈
良
時
代
に
見
る
と
と
の
出
来
た
「
た
れ

そ
」
「な
に
す
れ
そ・」
な
ど
の
例
は
な
く
な
り 、
わ
ず
か
に
「
な
ぞ
(
も・

や)」
の
形
が
残
存
す
る
だ
け
に
な
る。

き
く

人
の
お
もへ
る
や
う 、
「
な
ぞ
た
だご
と
な
る。」
と、
ひ
そ
か
に
い

ふベ
し 。
(土佐日記)

な
ぞ
や
心
づ
か
ら
今
も
昔
も
す
ず
ろ
な
る
事に
て
身
を
は
ふ
ら
か
す
ら

む 。
(源氏物
語・
明
石)

な
ぞ
も
か
く
と
な
げ
く
ほ
ど
に
御
文
あ
り 。(和泉式部日記)

し
た
がっ
て、
と
れ
ら
は 、
平
安
時
代の
和
文に
存つ
て
は
疑
問
詞
と
係
助
詞

と
が
対
等
の
連
接
関
係
に
あ
る
と
す
る
よ
り
も 、
「な
ぞ」
「な
ぞ
や」
「な
ぞ

も」
で一
語
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ 、
係
助
詞
「ぞ」
の
と
の
場
合
の

用
法は 、
事
実
上
消
滅
し
た
乙
と
に
な
る。

筆
者
は 、
先
に
示し
た
小
論
に
於
て、
疑
問詞
を
有
す
る
疑
問
文
の
う
ち 、

述
部
が
そ
の
疑
問
詞
乃
至
は
他
の
体
言で
あ
る
か 、
ま
た
は
そ
う
し
た
も
の
に

終
助
詞
が
連
接
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
は 、
すべ
て
文献
以
前の
あ

る
時
期に
文
中
に
係
助
詞
「
ぞ」
ま
た
は
「
か」
を
持っ
て
い
た
ら
し
く

思
わ

れ
る
乙
と
を
述べ
た
が 、
こ
の
よ
う
に 、
係
助
詞
「
ぞ」
を
有
す
る
疑
問
文が
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平
安
初
期の
古
点
本に
多
く

(
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点

を
春
日
政
治

博
士の
最
研・
乾
に
よ
り
調
査
する
と、
全
疑
問
詞
疑
問
文
のω
%
〔引
例〕

が
乙
の
形
の
も
の

で
あ
り 、
ま
た
平
安
中
期
点

で
も 、
法
華
経
玄
賛
淳
祐
古
点

を
中
田
祝
夫
博
士
の
点
研・
訳
文
篇
中
の
訳
文
に
よっ
て
見
る
と、
約お
%

〔日
例〕
が
乙
の
文
型
に
属
す
る) 、
漢
文
訓
読
以
外で
も
奈
良
時
代
の
文
献
に

は
少
数
な
が
ら
そ
の
例

を
見 、
と
も
に
同
じ
よ
う
な
経
過

を
た
どっ
て
消
滅
し

て
行
く

事
実
は、
平
安
初
期
の
点
本
の
言
語
が
古
代
語
法

を
伝
え
て
い
る
面
の

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
り
r
乙
と
か
ら
し
て、
ζ
の
場
合
の
係
助
詞
「
ぞ」

と
「
か」
の
歴
史
的
先
後
関
係

を
暗
示
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
恐
ら
く 、

疑
問
詞
(
|)

ぞ
||

連
体
形

← 

疑
問
詞
(
l)

か
||

連
体
形

の
変
遂

を
た
どっ
た
の

で
あ
ろ
う。
先
に
上
代の
例
の一
つ
と
し
て
示
し
た
古

事
記
歌
謡
の
例
が、
上
代
特
殊
仮
名
遣
な
ど
の
点
か
ら
古
事
記
の
そ
れ
よ
り

も
少
し
時
代
の
下る
言
語

を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
日
本
書
紀
歌
認

で

ふ&、
大
和
の
小
武
羅
の
款
に
獣
伏
す
と
施
例
H門
家
能
居
登
飲
哀
磨
陛
儒
麻
鳴

須
(
雄
略
紀)

と
あ
る
の
は 、
と
の
乙
と

を
証
明
し
て
く

れ
る
も
の
の
よ
う
に
恩
わ
れ
る。
平

安
時
代の
和
文
中
の
疑
問
副
詞
「な
ぞ
(
や・
も)」 、
漢
文
訓
読に
於
け
る
平

安
後
期
以
降の
「ナ
ゾ」
「
イ
カン
ゾ」
「
ナ
ン
ス
レ
ゾ」
な
ど
は、
と
の
点

で

ま
さ
に
古
代
語
法
の
化
石
的
残
存
と
言い
得ょ
う。

ま
た、
韓民
言に
わ
た
る
が、
と
の
稿
の
後
述に
関
る
乙
と
な
の

で
述べ
て
お

く
と、
上
代に
は
既
に、

疑
問
詞
||

連
体
形

の 逮 と
例 の い
は 疑 次 う
ま 聞 の
だ 詞 段 係
現 | 階 助
わ | の 詞
れ 連 形 を
て 体 で 文い 形 あ 中な + る に
い ぞ と 持。 考 た

え ぬ
ら 伊l
れ が
る 現、 わ

れ
て
る
よ
つ

で
あ
る(
が 土
発
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一一、
「
何
ソ」
と
「
何
ト」

の
分
布

平
安
時
代の
和
文
中の
「な
ぞ」
が
古
代
語
法
の
化
石
的
残
存

で
あ
る
ら
し

い
と
と
は、
以
上
述べ
た
と
とに
よ
り
明
ら
か
に
なっ
た
が、
次に
和
文
中
の

(
5)

 

疑
問
副
詞
「な
ぞ」
と
漢
文
訓
読
の
そ
れ
の
相
違
に
つ
い
て、
今
昔
物
語
集に

於
け
る
「
何
ソ」
と
「
何
ト」

の
文
体
的
対
立
現
象へ
の
考
察

を
中
心
に
し
て

論
じ
て
見た
い。
今
昔
物
語
集
の
中
に
用い
ら
れ
る
理
由

を
問
う
場
合
の
副
詞

と
し
て
は、
「
何
ソ」
「
何
ト」

「
何
テ」
「
何
カ」
「
何
ト
テ」
「
何
カニ」
「
何

ニ
セ
ム
ニ」
「
何ニ
シ
テ」
「
何
ナ
レパ」
が
あ
る
が、
こ
の
う
ち
「
何
ソ」「
何

ト」
「
何テ」
以
外は、
例
数
が
少
な
い
の

で
こ
の
稿
の
考
察
か
ら
は
除
外
す

る。
次に、
乙
の
三
つ
の
疑
問
副
詞
が
今
昔
物
詩
集
現
存
二
十
八
巻に
ど
の
よ

う
に
分
布
し
て
い
る
か 、
次
頁の「
表
ご
に
示
す 。

ζ
の
表
に
見
る
よ
うに、
「
何
テ」
は
本
集
全
体に
平
均
し
て
分
布
じ
て
お

り 、
「
何
ソ」
と
「
何
ト」

で
は
巻二
十の
前
後

を
墳
と
し
て
分
布
が
交
代
し

て
い
る。
「
何
テ」
が
本
集
全
体に
分
布
する
乙
と
に
つ
い
て
の
説
明
は一
ま

ず
措
き 、
と
の
「
何
ソ」
と
「
何
ト」

の
よ
う
に
本
集に
於て
分
布の
交
代
す

る一
対の
単
語・
語
法
は、
漢
文
訓
読
調
と
和
文
調
の
対
立
の
例

で
ある
と
と

(
6)

 

が
諸
先
学
の
指
摘に
よっ
て
知
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る。
し
た
がっ
て、
こ
の

場
合
も
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
様
な
例

で
あ
る
と
考
える
と
と
が
可
能
か
と恩
わ

れ
る。
し
か
し 、
乙
の
場
合は、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
良
い
も
の
か
ど
う
か
疑

わ
れ
る
節
が
あ
る。



主ぞ| 何 ソ | 何ト | 何テ

一 5 1 一 6 4 一
11 3 

四 3 1 4 
五 5 7 

ノ--'-、- 4 
七 6 3 
九 13 1 
十 5 6 

十一 4 2 

十二 6 3 
十三 5 3 
十四 5 1 4 
十五 3 l 2 

十六 7 3 13 
十七 1 2 

十九 2 2 14 
二十 7 2 5 

廿二 1 2 

廿三 1 3 
廿四 3 1 8 

廿五 1 1 3 
|廿六 1 2 5 

廿七 1 6 6 
廿八 2 9 

廿九 5 8 

三十 8 

!知一 2 8 

!計1 106 1 29 1-137 

表

今 昔物語集の疑問副詞「何ソJ í何トJ í何テ」

そ
れ
は 、
今
昔
物
語
集に
於
て
と
の
様
な
対
立
関
係
に
あ
る
と
と
が
証
明さ

れ
た
単
語
や
語
法で 、
漢
文
訓
読
誠
に
属
す
る
と
さ
れ
る
も
の
は 、
多
く
漢
文

(
7}

 

訓
読
特
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し 、
「
何
ソ」
は 、

先
に
示し
た
よ
う
に
和
文
中
に
も
そ
の
用
例
が
あ
る
こ
と
で
あ
る。
ま
た、
築

島
博
士
は 、
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
院
政
期
点
の
和
訓
と
源
氏
物
語

の
語
集
と
を
比
較さ
れ、
前
者
を 、

A 、
源
氏
物
語
に
見
え
な
い
も
の。

B 、
源
氏
物
語
に
も
見
え
る
が 、
用
法や
用
例
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の。

c 、
源
氏
物
語
に
見
え
る
も
の。

に
分
類
し 、
A・
B
を
漢
文
訓
読
特
有
語 、
C
を
漢
文
訓
読
と
和
文
の
共
通

{
8)

 

諮
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が 、「
ナ
ン
ゾ」
に
つ
い
て
は 、
C
に
分
類
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る。
実
際 、
乙
の
両
文
献
に
は
共
に
「
な
ぞ」
が
用い
ら
れ
て
い
る
の

で 、
と
の
分
類
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。

伺ナソ
笑
〔
於〕
此ニ
至
(レ
ル) 。
〈慈恩伝・
訳文篇
巻八・
二
六二
行〉

な
ぞ
か
く
あ
い
な
き
わ
ざ
し
て
や
す
ら
か
な
らぬ
物
思
ひ
は
す
ら
む 。

〈源氏物
語・
常夏〉

と
は 、
な
ぞ
か
く
さ
し
乙
め
た
る。
あ
な
う
も
れ
や 。(同・
横笛〉

(
9)

 

た
だ、
源
氏
物
語
に
は 、
築
島
博
士
の
指
摘に
も
あ
る
如
く 、

人
物
設
定
の
た

め
に
訓
読
語
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
の
で 、
乙
れ
も
そ
の
よ
う
な
例
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
懸
念
も
残
る
が 、
「な
ぞ」
は
源
氏
物
語
以
外
の
和
文
の
文
献

に
も
見
ら
れ
る
の
で
(
後一不) 、
訓
読
語
使
用
の
例
と
は
考
え
が
た
い。
ゆ
え

に 、
と
れ
ら
の
乙
と
は
先
に
見
た
今
昔
物
語
集に
於
け
る「
何
ソ」
と「
何
ト」

の
分
布
状
態
の
示す
と
と
ろ
は
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
うと
と

が
出
来
る。
し
た
がっ
て 、
あ
る
い
は
今
昔
物
語
集
の
「
何
ソ」
と
「
何
ト」

と
は
文
体
的
対
立
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る。
実

際 、
今
昔
物
語
集に
は
先
K
示し
た
疑
問
副
詞
の
外
に 、
「
何ノ
故」
「
何ニ
依

テ」
な
ど
を
用
い
て
理
由
を
問
う
表
現
が
存
し 、
特
に
こ
の
両
表
現
の
相場
合

は 、
明
ら
か
に
漢
文
訓
読
調
の
例で
あ
り 、
分
布
の
有
様
も
ほ
ぼ
「
何
ソ」
の

そ
れ
と一
致
す
る
の
で 、
「
何
ト」
は
ζ
う
し
た
表
現
と
対
立す
る
か
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る。

し
か
し 、
た
と
え
右
に
述べ
た
よ
う
な
想
定が
事
実で
あ
る
と
し
て
も 、
今

昔
物
語
集
に
於
け
る
「
何
ソ」
の
分
布
の
様
相は 、
漢
文
訓
読
特
有
語
の
そ
れ

で
あ
る
と
思
わ
れ
る。
と
う
し
た
矛
盾
を
ど
う
考
え
るべ
き
か 、
以
下
に
論
じ

て
行
く 。
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「
何
ソ
」

と
「
何
ト」

の
訓
の
推
定

右
に
述べ
た
と
と
を
考
え
る
に
あ
たっ
て 、
い
ま一
つ
考
慮
し
て
お
くべ
き

事
柄
が
あ
る。
そ
れ
は、
今土百
物
語
集
の
「
何
ソ」
と
「
何
ト」

の
表
記
を
筆

者
は
乙
れ
まで
そ
れ
ぞ
れ
「
ナ
ゾ」 、
「
ナ
ド」
と
読
む
乙
と
を
前
提
と
し
て
論

を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
が、
こ
乙
で
そ
の
訓
を
明
確
に
決
し
て
お
く乙
と
が

望
ま
し
い。

先
ず 、
「
何
ソ」
の
場
合は 、
観
智
院
本
類
茨
名
義
抄
の
「
何」
字
に 、

何
胡
歌
メ

ナ
ソ
モ

ナ
ソ
ヤ

ナ
ソ

イ
ツ
ク
ソ

イ
カ
ニ

ナ-一

イ
ツ
レ

コ
レ

ニ
ハ
カ
ニ
ナ
フ

ッ
ク
ル

オ
ホ
モ
リ

カ
ス

末
カ

〈仏上・
八)

と
あ
り 、
「
何
ソ」
の
表
記に
は 、
「
ナ
ゾ」
の
他
に
「
イ
ヅ
ク
ン
ゾ」
の
訓
が

あ
て
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る。
ま
た、
高
山
寺
本
類
取県
名
義
抄
に
は
他
に
「
イ

カニ
ゾ」
の
訓
が
あ
り 、
さ
ら
に
平
安
時
代の
訓
点
中
の
例
と
し
て 、

ナスレソ
何
周二
於
此
貫
之吋
食f o
(大
般浬祭経巻第
十平
安後期点|語研・
四四八

頁よ
り引用〉

の
如
き
も
の
が
あ
り 、
合
計
四
穫
の
訓
の
可
能
性
が
あ
る
ζ
と
に
な
る。
し
か

も 、
乙
れ
ら
は
漢
文
訓
読
中に
あっ
て 、
同
じ
「
何」
字
の
訓
と
な
る
と
と
か

ら
知
ら
れ
る
よ
う
に 、
ほ
と
ん
ど
同
義
で
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る。
し
た
がっ

て 、
今
昔
物
語
集
中
の
「
何
ソ」
の
表
記
も
当
然 、
「ナ
ゾ」
以
外
の
訓
じ
方

の
あ
る
乙
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が、
本
集
の
場
合
は、
次
に
述

べ
る
現
由
か
ら
や
は
り
「
ナ
ゾ」
と
訓
ずべ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。

す
な
わ
ち
今
昔
物
語
集
の
語
誌
と
色
築
字
類
抄
所
収
の-語
設
と
の
聞
に
は
深

(
叩)

い
つ
な
が
り
の
あ
る乙
と
は
従
来よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が、
そ

の
色
葉
字
類
抄
(三
巻本)
の
「
何」
字
の
訓
か
ら、
今
昔
物
語
集
の「何
ソ」

の
読
み
方
と
し
て
は 、
「
ナン
ゾ」
と
「
イ
ヅ
ク
ゾ」
が
有
力
で
あ
る
と
言
い

よノ
ZV。
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何
什
W
ソ
安
室
何
不
山田
執
局
争
の
釘
悪
奈
駕
胡
川
…制
服
其
的岡
山W
巴
上
同
〈
黒
川

本
・
那
・
辞
字〕

争

パ片
付
川
田旬
笑
設
何
奈
配
胡
那
若
何
壮

一江川
テ
カ
(
前
m
家
本・
伊
・
辞
字)

と
乙
ろ
で 、
今
昔
物
語
集に
は
同
じ
「
何
ソ」
の
表
現
を
持つ 、

何
ソ
ノ
暇
ヲ
申ス
ソ 。(巻一一・
2)

何
ソ
ノ
料ノ
船ニ
カ
有
ラム 。
(
誓
三
・
5)

の
よ
う
な
語
法
が
ほ
ぼ
本
集
全
体
に
わっ
て
分
布し
て
お
り 、
和
文
の
中
に
も

な
ぞ
の
箱
ぞ。
(
源氏物
語
・
若
菜)

な
ぞ
の
物
かっ
かせ
給
ふ 。
(同・
総角)

の
よ
うに
そ
れ
と
同
じ
語
法
が
あ
り 、
今
昔
物
語
集
の
例
は 、
こ
う
し
た
和
文

の
用
例
か
ら
し
て 、
「ナ
ゾ」
と
し
か
読
み
得
な
い。
し
た
がっ
て 、
今
昔
物

語
集
に
於い
て
同
じ
表
記
を
持つ
副
詞
「
何
ソ」
に
「
ナ
ゾ」
の
訓
を
あ
て
る

乙
と
に
は
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ、
後に
詳
し
く

述べ
る
が、
今
昔
物
語
集
中

の一
例
が
別
の
文
献
の
例
か
ら、
明
ら
か
に
「
ナ
ゾ」
と
読
むべ
きと
と
が
わ

か
る
の
で 、
本
集の
「何ソ」
の
表
記
は
「
ナ
ゾ」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る。

次
K 、
「
何
卜」

の
読み
で
あ
る
が、
ζ
の
桜AU
は 、
「
ナ
ド」

の
外に
「
ナ

ニ
ト」

の
読
み
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が、
や
は
り
「
ナ
ド」

で
あ
る
と

し
て
良い
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
は 、
「
な
に
と」
は
平
安
時
代の
和
文に
於
て
は、

此
山
の
名
を
な
に
と
か
申
と
とふ 。
(竹取物語)

な
に
と
な
き
事な
ど
の
給
は
せ
て
かへ
ら
せ
給ひ
ぬ 。
(和
泉式部日記)

の
如
く 、

名
詞
「
な
に」
+
助
詞
「
と」
と
い
う
述
接
関
係に
あ
る
例
は
あっ

て
も 、
「
な
に
と」
で一
誌
を
な
し 、
理
由を
問
う
場
合
の
副
詞
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
例
は 、
筆
者の
調
査
で
は
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る。
な
お 、
そ



う
し
た
例
は
上
代に
も
見
え
な
い 。

四 、

和
文
中
の
「
な
ぞ」

の
特
殊
性

今
昔
物
語
集
の
疑
問
副
詞
「
何
ソ」
は
「
ナ
ゾ」
で
あ
り 、
「
何
ト」
は

「
ナ
ド」

で
あ
る
ζ
と
が
以
上
に
述べ
た
乙
と
に
よ
り
推
定
さ
れ
た
が、
本
当

に
ζ
の
二窓聞
が
文
体
的
に
互
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
知
る
た
め
に

は 、
先
ず
和
文
中
の
「
な
ぞ」
を
詳
し
く

検
討
す
る
必
要
が
あ
る。
平
安
時

代の
和
文
中
の
疑
問一副
詞
「
な
ぞ」
は 、
先
に
示し
た
三
例
と
次
に
示
す一
一

(
日)

例、
計一
四
例
し
か
筆
者
に
は
採
集
で
き
て
い
な
い 。

今 昔物語集の疑問副詞「何ソJ I何トJ I何テ」

あ
な
さ
が
な。
な
ぞ
か
く
今
まで
寝
ら
れぬ 。
も
し
あ
る
や
う
あ
る。

(大和物
語)

な
ぞ
き
み
の
う
ち
に
い
り
て 、
と
ね
り
の
ね
や
の
ほ
ふ
し
の
や
う
に
て
は

に
げ
給
ぞ。
({子津保物語・
蔵関下)

な
ぞ
汗
杉
は
尻
長
と
いへ
か
し 。

男
童
の
着た
る
や
う
に 、
な
ぞ
唐
衣
は

短
衣
と
いへ
か
し 。
(枕草子・
百二
十九段)

な
ぞ
か
う
暑
き
に
乙
の
格
子
は
お
ろ
さ
れ
た
る。
(源
氏物語・
空錦)

夜
中
に 、
ζ
は
な
ぞ
あ
り
か
せ
給
ふ 。
(同)

「
な
ぞ
御一
人
ゑ
み
は」
と
と
が
め
あへ
り 。
(同・
末摘花〉

な
ぞ
と
の
お
と
ど
の
折々
恩
放
た
ず
恨み
ご
と
は
し
給
ふ。
(同・
真木

柱)人
が
ら
は 、
げ
に
契
り
殊
な
め
れ
ど 、
な
ぞ
時
の
御
門
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
き
ま
で
婿
か
し
づ
き
し
給
ふ
べ
き 。
(同・
宿木)

な
ぞ
斯
くい

や
め
な
る
と、
憎
く
を乙
に
も
恩
ふ 。
(同・
東屋)

な
ぞ
乙
は
奉
らぬ 。
人
多
く

見
る
時
な
む 、
透
き
た
る
物
着た
る
は 、
ば

う
ぞ
く
に
覚
ゆ
る。
(同・
鯖鈴)

すべ
て 、
会
話
乃
至
心
中
思
惟
の
部
分
に
現
わ
れ
る、
た
だ、
乙
れ
ら
の
う
ち

大
和
物-認
の
例
は 、
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
本
(
前
田
部
経
悶
旧
蔵)
の
系

統
の
諸
本に
の
み
あ
る
話
の
中
の
例で 、
そ
の
話
は 、
元
来は
平
仲
物
語
の一

話で
あっ
た
と
考
え
ら
れ、
大
和
物
語
に
合流
し
た
の
は 、
室
町
時
代で
あ
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で 、
充
分
な
本
文
批
判
な
し
に
は
用
例
と
な
し
が
た
い

か
も
知
れ
な
い 。

乙
の
よ
う
に
「
な
ぞ」
は 、
平
安
時
代
の
和
文
の
中で
は
極め
て
用
例
の
少

な
い
語
な
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
漢
文
訓
読
に
お
い
て
は
頻
に
用い
ら
れ
る

の
で
あ
る。
今
昔
物
詩
集
と
ほ
ぼ
時
代
を
同
じ
く
す
る
資
料で
あ
る
興
福
寺
本

大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
院
政
期
点
(
築
島
博
士
の
訳
文に
よ
る)
で
は 、
推
定

訓
を
含
ん
だ
数
で
は
あ
る
が、
川品
例
を
見
出
すこ
と
が
出
来
る。
ζ
れ
は 、
理

由
を
問
う
表
現
の印
%
に
達
す
る。
ζ
の
事
情
は
他
の
訓
点
資
料で
も
大
差
な

かっ
た
よ
う
で
あ
る。
そ
れ
に
対し 、
和
文
の
場
合は 、
最
も
多
く
の
用
例
を

持つ
源
氏
物
語
で
も 、
9
例、
2
%
弱
に
す
ぎ
な
い 。
出
例(却
%)
の
多
き
に

達
す
る
今
昔
物
詩
集
の
例
が
和
文よ
り
も
漢
文
訓
読
と
関
係
の
深い
と
と
は 、

と
の一
事
か
ら
し
て
も
推
察
す
るζ
と
が
出
来
る。

特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 、
和
文
中
の
例
の
意
味
的
特
殊
性
で

あ
る。
今
昔
物
語
集
や
古
点
本
中
の
例
は 、
疑
問
文
の
典
型
的
用
法で
あ
る、

疑
問・
反
語・
感
動
の
う
ち
ど
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
多い 。

〔
疑
問
の
例〕

ナ

爾
来
(
る)
コ
ト

何ゾ
暮
カ
ツ
ル 。
(点研・
訳文篇大唐西域記長究点第

五・
二
八四行)

何
ソ
汝ニ
相
副ヘ
ル
人
元
キ 。
(今背物語
集・
品竺
了
3)

何
ソ
面ノ
ア
タ
リニ

不
施ス
シ
テ 、
内ニ
呼ヒ
入レ
テ
施ス
ル
ソ 。(同・

巻二-
m)
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〔
反
語
の
例〕

ナ

て

易
ゾ
能
ク
雪
山
を
指
(
し)
而
長
(
く)

驚セ 、
諮
池
に
望(み)
て〔
而〕

《も》
のアラムヤ

一
(
た)
ピ
息
(ふ)
者
哉 。
(点研・
訳文篇大唐西域記長寛点序・
二

O行)
何
ソ七
年
ヲ
待ム
ヤ0
(今昔物詩集・
巻一
・

幻〉

何
ソ又
出ム 。
(同・
巻一
・
3)

〔
感
動
の
例〕

天
乎
天
乎
何ゾ
徳
の
〔
之〕
衰
(へ)
タル 。
(点研・
訳文篇大唐西域記

長
寛点第三・
二
五
九行)

遷
奪
(ノ)
痛 、
何
ソ期ノ
速ヤ
カ
ナ
ル
ヤ
〔
歎〕 。(慈恩伝・
訳文篇巻

第七・
三一
四行〉

と
と
ろ
が、
平
安
時
代
の
和
文
中
の
用
例
除 、
先
に
示
し
た
例
で
わ
か
る
よ
う

に 、
疑
問・
反
語・
感
動
と
いっ
た
疑
問
文
の
典
型
的
な
用
法
の
中
に
は
入
ら

(
ロ}

な
い、
「
不
満・
批
難」
と
いっ
た
特
殊
な
心
情
を
現
わ
す
場
合
の
言
葉
と
し

て
用い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
と
の
と
と
に
つ
い
て
は 、
既
に
谷
川
士
清
の

和
訓
菜
の
「な
ぞ」
の
項に 、

な
に
ぞ
の
略
也
あ
や
し
み
と
が
め
る
辞

と
述べ
ら
れ
て
い
る。
そ
し
て 、
和
文
中に
於
て
は 、
典
型
的
な
疑
問
や
反
語

の
表
現
の
場
合に
は 、
多
く
「
な
ど」
「い
か
で」
が
用い
ら
れ
る。

さ
て
ζ
の
い
た
は
り
な
き
白
妙
の
衣
は 、
七
重
に
も
な
ど
か
重
ね
給
は
ざ

ら
む 。
(源
氏物語・
初音)

な
ど
か
く
し
歩
か
る
る
ぞ。
(更級日記)

底
清
く

澄
まぬ
水
に
宿
れ
る
月 、
曇
り
な
き
ゃ
う
い
か
で
か
あ
ら
む 。

〈源氏物語・
常夏)

い
か
で
か
う
し
も
あ
り
け
る
に
か
あ
ら
む 。
(同・
東
屋)

と
の
様
に 、
意
味
の
面で
も
漢
文
訓
読
の
「ナ
ゾ」
と
和
文
の
「な
ど」
は
相

わ
似
て
お
り 、
乙
の
二
語
聞に
文
体
上
の
対
立
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が、
一
般
に
疑
問
文
の
意
味
の
判
定
に
つ
い
て
は

そ
の
文
を
読
む
人
の
主
観
に
左
右
さ
れ
る
と
乙
ろ 、
大
で
あ
る
の
で 、
こ
う
し

た
意
味
的
関
係
の
判
断
に
は 、
な
お
何ら
か
の
裏
付
け
が
必
要で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、
乙
ζ
に
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
て
く

れ
る
と
恩
わ
れ
る
文
献
が

あ
る。
そ
れ
は
字
治
拾
遺
物
語
で
あ
る。
今
昔
物
語
集と
字
治
拾
遺
物
語
の
関

係
に
つ
い
て
は 、
現
在
で
は
同一
の
源
か
ら
発
し
た、
兄
弟
関
係
に
あ
る
説
話

(
日)

集
と
考
え
ら
れ、
た
が
い
に
内
容
の一
致
す
る
説
話
の
多い
と
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る。
そ
し
て 、
字
治
拾
遺
物
語
は 、
文
体
的
に
は 、
今
昔
物
話
集
が
漢

(
は)

文
訓
読
的
で
あ
る
に
対し 、
和
文
的
と
さ
れ
て
い
る。
そ
乙
で 、
両
説
話
集
の

一
致
説
話
に
於て 、
今
昔
物
語
集
の
疑
問
副
詞
「
何
ソ」
は 、
宇
治
拾
遺
物
語

の
文
脈
で
は
ど
の
よ
う
な
語
に
対
応
し
て
い
る
か 、
次
に
示
す 。

O
今
昔・
巻
九
第凶
語

家ノ
主
還
リ

来
テ 、
内へ
不
入ス
シ
テ
云
ク 、
「
何
ソ此
ノ
客
人
等
ノ
飲

食
遅
キ
ソ」
ト

責メ
云フニ 、

-{子
治
拾
遺・
第閉山
話

守
殿 、
物よ
り
帰
り
て 、
「
削剖
人々
参
物
遅
き」
と
て
むつ
か
る。

O
今
昔・
巻
十第お
語

諸ノ
猛
ク
悪
キ
輩
ヲ
招
キ
集
テ
伴ト
シ
テ 、
多ノ
人
ヲ
令
歎
メ
世
ヲ
亡

ス 。
何
ソ君 、
兄ト
シ
テ
不
教
給
サ
ル
ソト 。

-{子
治
姶
遺・
第間
話

も
ろ
も
ろ
の
あ
し
きと
と
の
限
り
をζ
の
み
で 、
多
く
の
人
を
歎
か
す

る。
な
ど
制
し
給
はぬ
ぞ。

OA寸土日・
巻
十四
第却
語
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訴へ
頻
也 。

阿川
遅
ク
将
参ル 。

.{子
治
拾
遺・
第
閑
語

う
れへ
ど
も
頻
な
る
もの
を 、
な
ど
遅
く

参
りつ
る
ぞ。

O
今
昔・
巻
廿
四
第臼
語

「
佐
太」
ト

云カ
賎カ
ル
ヘ
キ
カ 。
恭モ
守
殿
タニ
・禾
タ
年
来
名
不
召 。

何
ソ和
女
ノ
「
佐
太カ」
ト

云
ラム 。

-
字
治
拾
遺・
第間
話

「
さ
た
の」
と
と
そ
い
ふ
べ
き
に 、
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
守
殿
だ
に

も 、
ま
た
こ
そ
と
こ
ら
の
年
月
比 、
ま
だ
し
か
召
さ
ね 。
な
ぞ
わ
女
め 、

「
さ
た
が」
と
い
ふべ
き
事
か 。

以
上
の
四
例
が
比
較
可
能
な
もの
の
すべ
て
で
あ
る
が、
そ
れ
ら
の
う
ち 、
三

例
ま
で
が
今
昔
物
語
集
の
「
何
ソ」
に
対し
て 、
{子
治
拾
遺
物
語
の
「
な
ど」

が
対
応
し
て
い
る 。
そ
し
て 、
「
何
ソ」
に
「
な
ぞ」
が
対
応
し
て
い
る
の
は 、

例
の
「
播
磨
守
為
家
侍
さ
た
の
事」
の
中で 、
佐
太
が
京
か
ら
来
た
女
房
を
叱

り
と
ば
し
て
い
る
場
面
の
もの
で
あ
る 。
乙
の
「な
ぞ」
乙
そ
筆
者
が
先
に
指

摘
し
た、
「
不
満・
批
難」
の
場
合に
用い
ら
れ
る
和
文の
そ
れ
で
あ
る
と
恩

わ
れ
る 。
宇
治
拾
遺
物
語
に
は
漢
文
訓
読
調の
強い
説
話
も
少
し
あ
る
が、
ほ

と
ん
ど
の
話
は
全
く

和
文
的
で
あ
り 、
乙
の
話
も
そ
う
で
あ
る
の
で 、
漢
文
訓

読
調
の
混
入
と
は
考
え
ら
れ
な
い。
ま
た、
今
昔
物
語
集
の
巻
廿
四
は 、
和
文

調
が
強
く 、
乙
の
説
話の
場
合
も
恐
ら
く

字
治
拾
遺
物
語
の
典
拠
と
なっ
た
も

の
と
同
じ 、
和
文
体
の
話
を
下
敷
き
に
し
て
成
立
し
た
もの
と
思
わ
れ
る 。
乙

の
場
合
の
「
何
ソ」
は
和
文
の
「
な
ぞ」
を
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
もの
で
あ
る

と
と
は
疑
い
な
い。
し
た
がっ
て 、
宇
治
拾
遺
物
語
と
比
較
し
た
場
合に
も 、

乙
の
例
だ
け
は
「
な
ど」
と
対
応
し
な
い
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

右
に
述べ
た
と
と
に
よ
り
今
昔
物
語
集
の
「
何
ソ」
は 、
多
く
漢
文
訓
読
調

の
語
で
あっ
て
(
実
際の
多
くの

例
が
典
拠
と
なっ
た
先
行
漢
文
文
献
中
に
対

応
す
る
「
何」
字
を
もっ) 、
和
文
調の
語「
何ト」
と
対
立
し
て 、
和
文
中の

「
な
ぞ」
は 、
「
あ
や
し
み
と
が
め
る」
場
合に
用
い
ら
れ
る 、
語
気
の
強い

言
葉で
あっ
た
乙
と
が
併
せ
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る 。
ま
た、
「
何
ソ」
H「な

ぞ」
で
あっ
た。
今
昔
巻
廿
四
の
例
か
ら、
「
何
ソ」
の
表
記
が
「
ナ
ゾ」
と

読
むべ
きと
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

た
だ 、
漢
文
訓
読
中の
「ナ
ゾ」
に
も
和
文の
もの
と
ほ
と
ん
ど
同じ
意
味

内
容
を
持
つ
もの
が
あ
る
の
で 、
今
昔
物
語
集で
も
巻
二
十以
後に
出
て
く
る

例
に
は 、
何れ
と
も
判
断に
迷
う
もの
が
あ
る 。
そ
う
し
た
例
は 、
二・
三
例

で
あ
る
が、
と
れ
ら
は
字
治
拾
遺
物
語の
よ
う
な
文
献
の
出
現で
も
待つ
以
外

弁
別
の
手
段
は
な
い。
一
例
だ
け 、
和
文の
例
と
し
て
良い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
の
は 、
巻
廿
六
第5
語
の
次の
例で
あ
る 。

児 、
物
心
細
気
に
打
思
テ
「
何
ソ暑
預
ヲ
掘ル 。
疾
行
ナム」
ト

云フ
顔

ノ
厳
ク
労
タ
気
ナ
ル
ヲ
見ニ 、

巻二
十
以
降に
於て 、
疑
問
副
詞
の
「
何
ソ」
が
「
何ト」
と
共
存
す
る
の

は 、
ζ
の
話
だ
け
で 、
意
味
的
に
も
和
文の
例
と
し
て
何ら
不
都
合
が
な
い.

五 、
和
歌
と
鎌
倉
時
代の
用
例

今
ま
で
は
主
に
平
安
時
代の
散
文
中
の
「な
ぞ」
の
例
を
見
て
き
た
が、
次

に
和
歌の
例
を
見
る
こ
と
に
す
る 。

奈
良
時
代の
文
献
で
は
古
事
記・
日
本
書
紀
に
は
仮名
書
例
が
な
く 、

万
葉

集
に
は
先
に
も
示し
た
次
の
二
例
が
あ
る 。

奈
仁
曽
許
能
児
乃
己
許
太
可
奈
之
伎 。
(一二三七三)

奈
曲回
許
己
波
伊
能
祢
良
要
奴
毛
比
等
星
奴
礼
婆
可 。
(三
六八
四〉

三
三
七
三
番の
例
は
東
歌
で 、
「な
ぞ」
の
原
型
の
「
な
に
ぞ」
の
ま
ま
で 、
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ま
だ
熟
し
て
い
な
い
が、
一
諸
に
し
て
考
え
て
も
良い
で
あ
ろ
う 。
平
安
時
代

(
日)

は
三
代
集
の
み
の
調
査
で
あ
る
が、
次
の
二
例
が
見
出
さ
れ
る。

乙
と
な
ら
ば
お
も
は
ず
と
や
は
い
ひ
は
て
む
な
ぞ
枇
の
中
の
た
ま
だ
す
き

な
る。
(古
今集・一
O三七)

ζ
と
な
ら
ば
閣に
ぞ
あ
ら
ま
し
秋
の
夜
の
な
ぞ
月
影
の
人
頼
め
な
る。

(拾遺集・
七
九八)

と
れ
ら
の
例
も
「
あ
や
し
み
と
が
め
た
る」
窓
を
持つ
も
の
と
考
え
て
そ
う
誤

り
な
い
で
あ
ろ
う 。
特に
と
れ
ら
の
中に
反
語
の
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
な

い
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る。

結
局J
疑
問
副
詞
「な
ぞ」
に
は 、
上
代・
平
安
時
代
を
通
じ
て 、
日
本
語

本
来
の
用
法
と
し
て
は
反
語
の
表
現
は
存
在
し
な
かっ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

し
た
がっ
て 、
万
葉
集に
見
え
る、

君
無
者
奈
何
身
将
装
傍
匝
な
る
黄
楊
の
小
統
も
と
ら
む
と
もお
も
は
ず 。

(一
七七七)

の
如
き 、
明
ら
か
な
反
語
表
現
の
例
を
「
な
ぞ」
と
訓
ずる
と
と
は
誤
り
で 、

磯
城
島
の
日
本
の
国
に
人
二
人
あ
し
と
し
思
は
ば
矧司将
援 。
(万築集・

三二
四九)

の
よ
う
に
反
語
表
現
の
例
の
あ
る
「
な
に
か」 、
あ
る
い
は
上
代
で
は
反
語
の

例
は
見
出
さ
れ
な
い
が、
平
安
時
代に
は
確
実
に
そ
の
例
の
あ
る
「
な
ど
か」

な
ど
の
訓
を
与
え
る
の
が
適
当
で
あ
る。
漢
文
訓
読
や 、
そ
の
影
響
を-つ
けた

今
昔
物
語
集
な
ど
の
文
献
に
見
え
る
反
語
や
感
動
の
例
は 、
「な
ぞ」
が
漢
語

の
「
何」
字
の
訓
と
し
て
あ
て
ら
れ
た
為
に 、
意
味
が
拡
大
し
て
成
立
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る。
し
た
がっ
て 、
逆
か
ら
言
え
ば
和
文
の
「
な
ぞ」
は 、
意

味
の
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る乙
と
に
な
り 、
先
に
述べ
た
築
烏
博
士
の
分
類
で

は 、
C
と
す
る
よ
り
もB
に
し
た
方
が
良い
と
言
うと
と
が
出
来
る。

今
昔
物
詩
集
以
後
の
疑
問
副
詞
「な
ぞ」
は
ど
う
で
あ
る
か
と一一言
う
に 、
鎌

(山山)

{
げ)

倉
時
代の
和
文
系
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る。
和
漢
混
交
文
の
中に

は
多く
の
例
が
あ
る
が、
すべ
て
漢
文
訓
読
調
の
例
と
考
え
ら
れ
る。

住
持
の
僧
侶
何
ぞ
彼
誓
約
を
忘
れ
給
は
む
や 。
(保
元物語〉

許
由
が
耳
を
洗
を
見て
「
何
ぞ
汝
耳
許
を
ば
洗
ぞ」
と
問
給へ
ば 。(平

治物語)
今 、
な
ん
ぞ
芳
恩
を
む
く
ひ
ざ
ら
ん
や 。
(平家物語・
山
門牒状)

今
昔
物
語
集
以
後
は 、
疑
問
副
詞
「な
ぞ」
は
漢
文
訓
読
及び
そ
の
影
響
を
蒙

っ
た
文
体
の
中に
し
か
残
ら
な
かっ
た
よ
う
で
あ
る。
鎌
倉
時
代
の
文
献
の
例

で
あ
る
宇
治
拾
遺
物
語
の
例
の
場
合
も 、
少
く
と
も
今
昔
物
語
集
の
成
立
期
ま

で
は
遡
り
う
る
例で
あ
る
か
ら 、
和
文
中
の
「な
ぞ」
の
消
滅
は 、
院
政
時
代

と
考
え
て
良い
で
あ
ろ
う 。
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...Lー
ノ、

「
何
テ
」

の
用
法
の
細
分

こ
れ
まで
は 、
「
何
ソ」
と
「
何ト」
と
が
漢
文
訓
読
調
と
和
文
調
と
に
対

立
す
る
ζ
と
を
証
明
しつ
つ 、
和
文
中
の
「な
ぞ」
の
性
格
を
考
え
て
き
た
の

で
あ
る
が、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
ζ
の
二
語
の
文
体
的
対
立
を
論
ず
る
場
合

に
は 、
本
集
全
体
に
平
均
し
て
分
布
す
る
「
何
テ」
が
何
故 、
こ
の
よ
う
に
集

会
体に
分
布
す
る
の
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
充
分
で
は
な
い 。
そ
こ
で 、
次

に
こ
の
「
何
テ」
の
性
格
を
論
ず
る
と
共に 、
そ
れ
に
付
随
し
た一
・

二
の
問

題
に
つ
い
て
述べ
て
み
た
い 。

そ
の
前に 、
乙
の
語
の
訓
を
決
定
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
が、
こ
の
表
記

が
「
イ
カ
デ」
と
読
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
は 、
先
に
見た
三
巻
本
色
葉

{子
類
抄
の
訓
か=り
し
て
も
異
論
の
な
い
とζ
ろ
と
思
わ
れ
る。
な
お 、
表一

に
示
し
た
「
何
テ」
の
中に
は 、
四
例
だ
け
「
争
テ
(
カ
ご
あ
る
い
は
「
争
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カ」
の
表
記
を
持つ
例
を
含
め
て
あ
る
が、
乙
れ
も
色
業
字
類
抄
の
訓
か
ら

見
て 、
「
イカ
デ
(
カ)」
と
読
む
も
の
と
判
断
さ
れ
る。
た
だ、
今
昔
物
語
集

に
於て 、
「
何カ」
の
表
記
を
持つ
例
も
「
イ
カ
デ
カ」
と
読め
ぬ
乙
と
は
な

く 、
現
に
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集」
の
校
注
者
が
そ
う
読ん
ち
い

る
場
合
も
あ
る。
そ
う
し
た
例
は、
U
例
あ
る
が、
そ
れ
ら
は
「
ナニ
カ」
と

も
読
み
う
る
の
で
除
外し
た。
乙
の
処
置
に
よっ
て
乙
の
稿
の
立
論に
支
障
を

き
た
すと
と
は
な
い
と
考
え
る。

さ
て 、
今
昔
物
語
集に
於て
は、
巻二
十
を
境に
し
て
漢
文
訓
読
翻
と
和'X

調
と
に
分
か
れ
る
幾
組
か
の
単
語・
語
法
が
存在
す
る
こ
と
が
明
ら
かに
さ
れ

て
い
る
と
と
は
再三
述べ
て
き
た
が、
そ
の
外に
本
集
全
体
に
ほ
ぼ
平
均し
て

分
布
す
る
文
体
要
素
の
あ
る乙
と
も
最
近
明
ら
かに
さ
れ
て
き
て
お
り 、
そ
れ

(
凶)

は
変
体
漢
文
体
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る。
そ
し
て 、
そ
の
乙
と
はと
の
「
何テ」

の
場
合に
も
あ
て
は
ま
る
か
と
思
わ
れ
る。
筆
者
は、
先
に
示し
た
論
考に
於

て 、
「
イカ
デ」
は
平
安
時
代の
古
点
本
に
は
用
例
を
見
な
い
語
で
あ
る
が、

変
体
漢
文
の
中に
は
「
イカ
デ
カ」
の
形
で
用い
ら
れ
る
ζ
と
を
示し 、
今
昔

物
語
集
に
も
そ
の
影
響を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る、

然
レ
ハ
争
テカ
辞
申
サ
ム
ヤ。
(
巻四・
6)

何
テ
カ
其
ノ
恩
ヲ
忘
レ
申
サ
ム
ヤ。
(
巻一
三
-
m
)

の
如
、定例
が
あ
ると
と
を
述べ
た。
し
たー
がっ
て 、
本
集
全
体に
平
均
し
て
分

布
す
る
「
何テ」
の
場
合
も
変
体
漢
文
の
影
響そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
よ・ワ
で
あ
る
がけ
ζ
め
場
合
は
そ
う
単
純に
理
解
す
る
ζ
と
は
出
来
な
い
の

で
あ
る。

そ
れ
は、
先
に
表一
に
示
し
た
「
何テ」
の
場
合
は 、
疑
問
副
詞
「
何テ」

以
下
の
文
中に
係
助
詞
「
カ」
を
持つ
例
も
そ
うで
な
い
も
の
も一一組
め
に
し

て
示
し
た
も
の
で
あっ
た
か
ら
で
あ
る。
漢
文
訓
読に
於
け
る
疑
問
詞
疑
問
文

は、
原
則
と
し
て
文
中に
係
助
詞
「ゾ」
ま
た
は
「カ」
を
有
すると
と
は
拙

稿
で
明
ら
か
に
し
た
とと
ろ
で
あ
る
が、
変
体
漢
文に
於て
も
同
様
のと
と
が

き口い
う
る
の
は、
付
訓
さ
れ
た
文
献
の
例
な
ど
か
ら
推察
で
き
る。

タレカ
リ
力
サム

誰
採
誰
領
失。
(
楊
守
敬
本
将
門
記
古
点)

イゾレノ
ノ
カ
テ

ヤ

何
日
何
時
敢
慰ニ
心
腹-
乎。
(
大
鏡
裏
書
鎌
倉
初
期
点)

不
奉
書
写
誰
人
か
諸
経
於
不
供
養
何
輩
か
諸
仏
於
る。
(
山
梨
県
勝
沼
町
出
土
康

和
五
年
銘
経
筒
銘
文
l
「
平
安
迫
文」

金
石
文
篇
に
よ
る)

ま
た
「
イ
カ
デ」
の
場
合は、
先
に
見た
色
葉
字
類
抄
の
記
載
か
ら、
変
体
漢

文
に
於て
は、
「
イ
カ
デ
カ」
で一
語
を
構
成
し
て
い
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た

と
看
取
さ
れ
る。

そ
こ
で 、
「
何テ」
を
疑
問
詞
と
す
る
今
昔
物
語
集
の
疑
問
文
は、
係
助
詞

「カ」
の
有
無
と
終
助
詞
「
ゾ」
「ヤ」
の
有
無に
よ
り 、
さ
らに
幾
つ
か
の

形
に
分
類
可
能
で
あ
る。
そ
の
分
類
を
次
頁
の
表二
に
示
す 。

と
の
表
の
中で 、
明
ら
かに
変
体
漢
文
的
文
型
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
出
来

(
凶)

る
の
は、
凶
の
「
何テカ
||

ヤ」
の
形
の
み
で
あ
る。
本
集
全
体に
分
布
する

(
初)

倒
の
「
何テ
カ
||」

につ
い
て
は、
乙
の
形
が
変
体
漢
文
に
存
す
る
こ
と

は、
「
疑
問
詞
(
|)

カ
||ヤ」

の
形
の
文
末
の
助.
詞
「
ヤ」
が
漢
文
の
疑

問
詞
疑
問
文
の
文
末
助
辞「
乎・
邪
(
耶)・
哉」
な
ど
と
関
係
の
深い
こ
と、

即
ち
そ
う
し
た
助
辞
を
「
ヤ」
と
訓
読
す
る
結
果 、
「
疑
問
詞
(
|)

カ
||

(
れ)

ヤ」
の
文
型
が
生じ
て
く
る
と
い
う
事
情
か
ら
逆
推
するこ
と
が
出
来 、
そ
の

実
例
は
党一
本
平
家
物
語
の
な
か
の
文
書
な
ど
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が、

乙
の
形
は、
和
文
中に
も
全
く
同
じ
も
の
が
あ
る
の
で 、
和
文
の
そ
れ
と
区
別

す
る
ζ
と
は
出
来
ず 、
変
体
漢
文
的
要
素
だ
と
は
言い
得
な
い。

そ
し
て 、
闘
の
「
何テ
||

連
体
形+
ソ」
の
形
が
断
続
的
で
は
あ
る
が、

本集
会
体に
ほ
ぼ
平
均
し
τ
分
布し
て
い
る乙
主
は、
今
昔
物
語
集
の
一文
体
を
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、
ω (B) (C) (D) (E) 

何 何 何 何 何

ヤ ソ ソ

1 

3 1 

2 1 

四 1 2 1 1 

五 1 3 1 2 

ーL
ノ、

七 1 2 

九 1 1 

十 1 3 1 

十一 2 

十二 1 2 

十三 3 

十四 3 1 

十五 2 

十六 11 1 1 

十七 1 1 

十九 11 3 1 

二十 3 1 1 

廿二 1 1 
廿三 2 

廿四 1 7 
廿五 2 1 

廿六 3 2 

廿七 2 2 1 

廿八 4 5 

廿九 7 1 
三十 7 1 
丹十一 1 6 1 

計I 7 I 90 I 6 I 29 I 5 

表考
え
る
に
あ
たっ
て
重
要
な
意
味
を
持つ 。
乙
の
文
型
は 、
国
の
「
何
テ
||

連
休
形」
の
形
と
と
も
に
和
文
専
用
の
語
法な
の
で
あ
る。
一
で
述べ
た
よ
う

に 、
奈
良
時
代
の
文
献
で
は
大
部
分
の
疑
問
詞
疑
問
文
が
文
中
に
係
助
詞「ゾ」

ま
た
は
「
カ」
を
有
す
る一
方 、
新
し
く

係
助
詞
を
有
さ
ぬ
形
も
現
わ
れ
て
き

た
と
考
え
ら
れ
る
が、
平
安
時
代に
至
る
と
係
助
詞
を
有
さ
ぬ
例
は
激
婚
し 、.

さ
ら
に
文
末
に
「
ゾ」
を
伴
う
例
が
あ
ら
わ
れ
る。

と
は
な
で
ふ
乙
と
を
の
給
ぞ。
(竹取物語)

な
ど
で
斯
く
は
か
な
き
宿
り
は
取
りつ
る
ぞ。
(源氏物語・
夕顔〉

一
方 、
漢
文
訓
読
に
於て
は 、
と
う
し
た
現
象
は
見
ら
れ
な
い。
稀
に
次
の
よ

う
な
例
を
見
る
が、
例
外
に
属
す
る。
恐
ら
く

和
文
調
の
混
入
で
あ
ろ
う 。

，，
屯守品，，

何(
を)
発
明メ
ム
ト

欲ル
ゾ 。(点研・
訳文沼大唐商域記長
究点巻一
-

一
九七二
行)

再三
述べ
る
よ
う
に 、
漢
文
訓
読
の
場
合は 、
原
則
と
し
て
文
中
に
係
助
詞
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「
ゾ」
ま
た
は
「カ」
を
有
す
る
の
で
あ
る。
し
た
がっ
て 、
闘
の
形
は
明
ら

か
に
和
文
専
用で
あ
る
と
断
言
で
き
る
の
で
あ
る。
故
に 、
今
昔
物
語
集
の
全

体
に
平
均
し
て
分
布
す
る
文
体
要
素
は 、
必
ず
し
も
変
体
漢
文
で
あ
る
と
は
言

い
得
な
く

な
る
の
で
あ
る。

七 、
山
口
氏
の
「
文
体
基
調」
に
つ
い
て

ζ
乙
で
思
い
あ
た
る
の
は 、
最
近
山
口
佳
紀
氏
が
今
昔
物
語
集
の
文
体に
つ

い
て
述べ
て
お
ら
れ
るζ
と
で
あ
る。
氏
は 、
そ
の
「
今
昔
物
詩
集
の
文
体
基

調
|

『
由(ヨ
シ)』
の
用
法
を
通
し
て
|」

(「悶語学」
六七輯)
の
論
考
に
於

て 、
日
本
古
典
文
学
大
系
「A寸
昔
物
詩
集」
の
解
説で
そ
の
校
注
者
が
述べ
て

い
る、
今
昔
物
語
集
の
文
体
が
「
変
化」
と
「
不
変」
と
い
う
両
相
か
ら
眺
め

ら
れ
る
と
す
る
考
えを
更に
推
し
進め 、
「
不
変」
と
考
え
ら
れ
る
文
体
は 、

撰
者
固
有
の
文
体の
存
在よ
り
結
果
す
る
所
の
も
の
と
考
え、
そ
う
し
た
本
集



今昔物語集の疑問副詞「何ソJ r何トJ r何テ」
を
貫
く

基
本
的
文
体
を
「
文
体
基
調」
と
名づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る。
そ
し

て 、
ま
た
乙
の
「
文
体
廷
調」
と
は 、2

Rは
馬
淵
和
夫
博
士
が
「
撰
者の
表
現

類
型」
とい
う
言い
方で
提
出
さ
れ
泊 、も
の
と
相
近
く 、
内
容
的
に
も
博
士
が、

お
そ
ら
く
漢
文
訓
読よ
り
と
お
く
変
体
漢
文に
ち
か
い
が、
も
う
すと
し 、

和
文
よ
り
の
も
と
い
うと
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か 。

と
さ
れ
た
の
を
正
し
い
と
し 、
そ
う
し
た
も
の
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に 、
本
集
の
「
由」
の
用
法
につ
い
て
考
察
を
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る。

氏
の
乙
の
論
考
は 、
今
昔
物
語
集
の
文
体
研
究
上
の
著
し
い
成
果
と
し
て
注

目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る。
そ
し
て 、
と
の
「
何
テ」
の
場
合
もそ
う
し
た
「
文

体
基
調」
の一
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、
「
由」
の
場
合
と
は

少
し
く

事
情
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
そ
れ
は 、
「
由」
の
用
法
は 、

山
口
氏
自
身
懸
念
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
ら
し
い
よ
う
に 、
「
天佐
了伊良
互
な
ら

び
に
本
朝
部
仏
法
で
は
変
体
漢
文
の
使い
ざ
まに
近
く 、
-本
朝
部
世
俗
で
は
和

文
の
そ
れ
に
似
て」
お
り 、
「乙
の
と
と
か
ら、
形
式
体
言
『
由』
を
天
竺・

震
旦
及
び
本
朝
部
仏
法
で
は
変
体
漢
文
の
影
響 、
本
朝
部
世
俗
で
は
和
文
の
影

響
と
機
械
的
に
割
り
切」
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
に
対
し 、
「
何
テ」

の
場
合
は 、
「
変
化」
す
る
「
何
ソ」
「
何
ト」
に
対
し
て
明
ら
か
に
「
不
変」

な
も
の
で
あ
り 、
用
法
を
さ
ら
に
細
く

分
け
た
場
合で
も
「
由」
の
場
合と
巡

っ
て
ど乙
に
も
線
を
引
き
う
る
可
能
性
は
な
い
こ
と
で
あ
る。
特
に 、
和
文
専

用
の
語
法
で
あ
る、
「
何
テ
||ソ」

の
形
が
本
築
全
体
に
平
均
し
て
分
布
す

る
こ
と
は 、
単
に
「
何
テ」
が
「
文
体
基
調」
の
実
例
と
し
て
よ
り
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
あ
る
と
と
を
示
す
ば
か
り
で
な
く 、
「
文
体
基
調」
の
位
置
を
考
え

る
に
あ
たっ
て
重
要
な
事
実
で
あ
る。
山口
氏
が、

筆
者
と
し
て
は 、
む
し
ろ 、
撰
者
が
自
身
の
文
体
の
中に 、
変
体
漢
文
を
背

景
と
す
る
形
式
休雪一ロ
「
由」
を
持っ
て
お
り 、
そ
れ
が
出
典・
説
話
源
の
文

体
と
交
錯
し
て
巻
や
説
話
に
よ
る
差
異
を
生
じ
て
い
る
と
考
え
た
い。

と
述べ 、
ま
た、

ζ
の
文
体
基
調は 、
所
拠
の
出
典・
説
話
源
の
文
体
を
完
全
に
払
拭
し
て
し

ま
う
ほ
ど
強
烈
で
は
な
い
が、
か
といっ
て 、
撰
者
自
身
の
個
性が
全
く

感

じ
ら
れ
な
く
なっ
て
し
ま
う
ほ
ど
薄
弱
な
も
の
で
も
な
い。
乙
の
文
体
基

調
の
内
容
が
変
体
漢
文
休
に
甚
だ
近い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ

ヲ。 。
と
し
て 、
「
文
体
基
調」
が
変
体
漢
文に
近
い
と
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は 、

い
さ
さ
か
変
体
漢
文
と
い
う
も
の
に
把
わ
れ
過
ぎ
た
見
方
な
の
で
は
あ
る
まい

か 。
氏
の
論
考
中
に
示さ
れ
た
図
表
な
ど
を
見て
も 、
「
由」
の
用
法
が
「
変

休
漢
文
を
背
景
と
す
る」
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る。

例
え
ば 、
「
不
口ヌ
由」
と
「
不
ロザ
ル
由」
と
の
分
布の
交
代
現
象
な
ど
は 、

「
由」
の
用
法
が
単に
和
文
調
と
漢
文
訓
読
調
と
に
対
立
す
る
も
の
持つ
と
と

を
示
す
も
の
で
あ
り 、
変
体
漢
文
特
有
語
法
で
あ
る
「
不
可
ロザ
ル
由」
の
形

は 、
巻
二
十以
前
に
極
く

少
数
例
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら、
「
基
調」

と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く 、
漢
文
訓
読
体
と
変
体
漢
文
体
の
性
格
上
の
近
似
性

か
ら
誘
発
さ
れ
混
入
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
解
釈
の
生
ず
る
余
地
が
あ

り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か 。
もっ
と
も
そ
う
考
え
る
の
は 、
あ
る
い
は
う
が
ち

過
ぎ
た
見
方
な
の
か
も
知
れ
な
い
が、
少
く
と
も
本
集
全
体
に
分
布す
る
「
可

キ
由」
が
変
体
漢
文
的
要
素
で
あ
る
と
は
言
い
得
な
い
以
上 、
「
由」
の
用
法

か
ら
見
た
「
文
体
基
調」
が
「
変
体
漢
文」
を
背
景
に
す
る
と
の
山口
氏
の
言

は 、
筆
者に
は
納
得
出
来
な
い。

し
か
し 、
勿
論 、
「
文
体
基
調」
と
呼ぶべ
き
も
の
が
な
い
と
言っ
て
い
る

訳
で
は
な
い
し 、
そ
れ
が
変
体
漢
文
と
全
然
か
か
わ
り
が
な
い
と
言
お
う
と
し

て
い
る
の
で
も
な
い 。
疑
問
副
詞
「
何
テ」
に
つ
い
て
見
る
か
ぎ
り 、
「
文
体
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基
調」
と
呼ふべ
き
もの
が
存
在
する乙
と
は
認
め
ら
れ
る
し 、
そ
れが
和
文

と
重
な
る
面
を
持つ一
方 、
変
体
漢
文と
も
か
か
わ
り
を
有
する
と
言い
得る 。

要
するに
筆
者の一一言一口い
たい
こ
と
は 、
「
文
体
基
調」
は
山口
氏の
お
考えの

もの
よ
り
も 、
実
際は
も
う
少し
和
文よ
りの
もの
で
は
ない
か
とい
うと
と

で
あ
る 。
そ
れ
は 、
変
体
漢
文
を
「
背
景」
と
し
て
持っ
てい
る
の
で
は
な
く

て 、
そ
の
重
要な一
部
分と
して
持っ
てい
る
と
言っ
た
方が
正
しい
と
考
え

るの
で
ある 。

1\ 

「
文
体基
調」
の
実
態

た
だ 、
「
何テ」
か
ら
見て 、
「
文
体
基
調」
が
変
体
漢
文
をそ
の一
部と
し

て
持っ
てい
る
とい
う乙
と
を
主
張
するに
あたっ
て
は 、
何
故 、
閉じ
和
文

の
語
設で
あ
りな
が
ら 、
「
何ト」
は
「
何テ」
と
巡っ
て
本
集
全
体
に
分
布

し
ない
の
か 、
即
ち
裏
返せ
ば 、
変
体
漢
文の
存在
を
抜きに
し
て 、
「
何ト」

で
は
な
くて
「
何テ」
の
みが
本
集
全
体κ
分
布する乙
との
説
明がつ
くか

とい
う
問
題が
ある 。
と
の
乙
との
説
明がつ
かな
け
れ
ば 、
当
然 、
和
文
専

用語
法で
ある
「
何テ
l|ソ」

の
形
も
結
局
は
変
体
漢
文
体の
「イ
カ
デ

カ」
に
誘
発さ
れた
もの
で
あ
り 、
「
何テ」
の
場
合
もそ
うし
た
窓
味で
変

体
漢
文を
背
景と
するの
だ
とい
う
反
論も
予
想
さ
れる 。
し
か
し 、
と
の
乙

と
につ
い
て
は 、
当
時 、
和
文と
似てい
な
が
ら
も 、
和
文と
はい
さ
さ
か
違

っ
た
性
格を
持っ
た
文
体が
あ
り 、
そと
に
お
い
て
は 、
理
由を
問
う
場
合の

副
詞
と
し
て
は 、
「い
か
で」
が
主
用さ
れ 、
今
昔
物
語
集の
「
文
体
慕
調」

は 、
そ
うし
た
文
体と
も
関
係を
有する
と
考
える乙
とに
よ
り解
決がつ
く

と
思
うの
で
ある 。

そ
れ
で
は 、
そ
の
よ
うな
文
体が
当
時
実
際に
存在し
た
の
か
とい
う乙
と

で
ある
が 、
筆
者は
今 、
そ
う
し
た
文
体に
近い
もの
を
持っ
てい
る
の
で
は

ない
か
と
思
わ
れる
文
献
を
指
摘
すると
と
が
出
来る 。
そ
れ
は 、
天
仁
法
華

修
法一
百座
問
者
妙で
ある 。
次
に 、
乙
の
文
献に
於け
る
理
由を
問
う
場合

の
副
詞の
用
例数を
挺紋日
記の
場
合と
比べ
て 、
「
表一←ご
と
し
て
示
す 。

寸111
111」il一

l一

ζ
の
表で
見る
如
く 、
法華百
座に
於

一
パ'pζ
して一
2
一
一

「いい
いトトl
「|'
「l-
て
は 、
「イカ
デ」
が
圧倒
的
に
多4
用

一
い
か
に

←
一

1
-

い
られ
(
勿
論 、
係助
詞
「カ」
を
伴
う

一

い
か
で
一
9一
3一

もの
も 、
そ
う
で
な
い
もの
も
両
方あ

寸
引
U |
川 !
日 |
「
一

る) 、
「
ナ
ド」
は
わ
ず
か一
例
し
か
な

rl
l||上
|

下ll下|一
く 、
比
較
的
時
代の
近い
典
型
的和
文の

三
「パ川
汁バ ||
「

|
「一

一
む
と
ヰ

一

一 1一

資料で
あ
り 、
分量
的に
相似た
もの
を

表

日

叫
叶

二
ー
一

持つ
更
科目
記の
場
合と
は
明
白に
様相

寸パ
つ l
J
1
〔
「七 |
一
を
異に
し
てい
る 。
源氏
物語
や
枕草
子

-

J'h

3〆

-
-4
-
--
-

了ll11
1

ア
|

||
一
な
ど
の
和
文
の
資
料で
も 、
「な
ど」
と

一
f

、一
座
←級一

一
語

\一日

一
ゴ

「い
か
で」
の
比
率は 、
ほぽ
更
級日記

一

\
文
献

一

蹄
一

更
一

の
場
合と
同じ
で
ある 。
そ
して 、
ζ
の

一戸
rial-
-
「
Ll十一
法
華
百座の
様
相
は 、
「
表
こ
か
ら
漢

文
訓
読
的
要素で
ある
「
何ソ」
を
除
外し
た
今昔
物語
集の
巻二
十以
前の

有
様と
似てい
る
と
言い
得る 。

勿
論 、
ζ
の
「イカ
デ」
の
場
合
だ
け
か
ら
両
者の
言語につ
い
て
断
定
的

な
乙
と
を
言っ
た
ら 、
そ
れ
は
あ
ま
りに
早
計と
言
わねば
な
らない
が 、
法

華
百座が
当
時の
絡
流の
説
教
活
動の
所
産で
あ
ると
と
は 、
そ
の
内
容か
ら

見て
疑
う
余
地が
な
く 、
かつ
今昔
物
詩
集の
場
合
も 、
そ
の
成
立が
そ
うし

(
幻)

た
説
教
活
動を
背
景に
持つ
と
考え
られ 、
撰
者が
僧
侶で
あろ
う乙
とが
論

{
M)

 

じ
ら
れ
て
い
る乙
と
を
思
えば 、
両
者を
結びつ
けて
考
えて
も
あな
が
ち
付

会で
は
ない
と
思
うし 、
少くと
も
当
時
「イカ
デ」
を
主
用する
文
体が
あ
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っ
た
と
考
えると
と
は
充
分
許さ
れ
る乙
と
に
な
る
の
で
ある 。
和
文
専用
語

法
「何テ
||ソ」

が
本
集
会
体に
分
布
するこ
との
説
明は 、
そ
う
した
特

殊
な
文
体との
関
連を
想
定
すると
とに
よ
りつ
くの
で
ある 。

法
務十
百
座の
文
体は 、
か
な
りの
漢
文
訓
読
調
を
含ん
で
い
る
の
で
ある

が 、
乙
の
文
献が一
般に
言
わ
れるど
と
く
僧
侶の
説
教を
直
接
書
き
とっ
た

もの
で
ある
と
は一
概に
は
信ずるこ
と
が
出
来ない
に
し
ろ 、
当
時の
仏
者

一a

(
お)

の
口
頭
語
を
ある
程
度反
映
し
て
い
る
と
見て
そ
う
誤
り
ある
まい 。
僧
侶の

口
頭
語に
一
種
独
特な
とこ
ろ
が
あっ
た
ら
しい
こ
と
は 、
築
島
博
士に
よ
る

(
お)

源
氏
物語
中の
訓
読
語の
研
究や 、
時
代は
下
る
が 、
徒
然
草
百
六
段の
記
事

か
ら
推し
測
ると
と
が
出
来る 。
そ
し
て 、
今
昔
物
詩
集の
文
体
的
対
立
現
象

の
実
態
は 、
こ
の
様に
和
文と
似た
面
を
持ち
な
が
ら
も和
文と
はい
さ
さ
か

迷っ
た
性
格を
持つ
文
体が
説
話の
典
拠と
なっ
た
文
献の
文
体に
強
く
引
か

れ
ると
と
に
よ
り
生じた
もの
で
は
ある
まい
か 。
そ
う
考
え
る
乙
と
に
よ

り 、
巻二
十以
前に
もし
ば
し
ば
和
文
専
用語
法や 、
当
時の
俗
語
と
思
わ
れ

る
語
法が
見ら
れ 、
かつ
巻二
十
以
後で
もそ
の
文
体が
和
文
的で
あっ
て
も

全
くの
和
文で
は
ないと
との
説
明がつ
くと
思
うの
で
ある 。

そ
れ
で
は 、
本
集
全
体に
分
布
する乙
と
が
指
摘さ
れてい
る
変
体
漢
文
体

は 、
如
何な
る
理
由に
よ
り
本
集
に
存
在
する
か
と
い
うに 、
そ
れ
は
恐
ら

く 、
説
教
活
動
をそ
う
遠
くは
離
れ
ず 、
説
話
集と
し
て
は
充
分
整っ
た
もの

で
は
ない
と
考
え
ら
れる
法
撃
百
座の
よ
うな
もの
と
違っ
て 、
本
集の
場
合

は 、
説
話
集と
し
て
読
むた
め
の
もの
で
ある
とい
う
性
格が
強
ま
り 、
体
裁

が
整え
ら
れ
て
いっ
たと
と
に
よ
る
で
あろ
う 。
今
昔
物語
集の
説
話が
「
今

北日」
か
ら
始
ま
り 、
「ト
ナム
語
リ

伝ヘ
タル
ト
ヤ」
で
終る
形
式
で
統一
さ

れ 、
表
記の
面で
も 、
原
則と
し
て
自立
語
もし
くは
自
立
語の
主
要
部
分
及

び
ある
種
の
付属
語
を
漢
字に
よっ
て
表記
じ 、
片
仮
名で
は 、
助
動
詞・
助

詞・
接
尾
語・
用
言の
活
用語
尾・
体言の
捨て
仮
名
な
ど
を
小
書に
する

「
片
仮
名
宣
命
書
き」
の
体
裁を
とっ
てい
るの
は
周
知の
ζ
と
で
あるが 、

乙
う
した
特
殊な
休
裁を
とる
場
合に
は 、
当
時の
男
性の
最
も
手な
れた
漢

(
幻)

字
文で
あっ
た
変
体
漢
文の
影
響が
表
記の
面で
も
文
体の
面で
も強
く
現れ

た
の
は
当
然の
成
行で
あっ
た
で
あろ
う 。
もっ
と
も 、
と
の
事情は 、
そ
の
よ

(
お)

うに
言
うよ
り
も 、
変
体
漢
文が
崩れて
成
立していた「
片
仮
名宣
命
書き」

の
体
裁に
俗
的な
文
体を
強
引に
押し
込め
よ
うと
した
と
言っ
た
方が
あた

っ
てい
る
か
も知
れ
ない
が 、
そ
うした
文
章を
整えるた
め
の
変
体
漢
文
体

と 、
基
底に
ある
文
体の
混
交した
とこ
ろ
に 、
今
昔
物語
集の「文
体
基
調」

の
実態が
あ
り 、
先
に
見た
「
何テ」
の
有様が
そ
れ
を
端
的に
示し
てい
る

と
思
うで
ある 。

また 、
和
文
専用
語
法で
本
集
全
体
に
分
布するの
は 、
「何テ
||ソ」

(
却)

の
場
合の
みで
は
ない
の
で
ある 。
谷
光
忠
彦
氏
も指
摘さ
れてい
ると
と
だ

が 、
今
昔
物
語
集に
は
先に
も
示した 、

何ソノ
沙
門ノ
来レ
ル
ソ 。
(巻一・
お)

夜ハ
何ソノ
尼/
此ハ
臨クニ
カ
有ラム 。
〈巻二
十・
5)

の
如き 、
和
文
専用と
恩
わ
れる
語
法が
ほ
ぼ
全巻に
わたっ
て
分
布してい

るの
で
ある 。
乙
の
外 、
今
昔
物語
集の
ほ
と
ん
ど
全
話に
あ
ら
わ
れる
と
言

っ
て
良い
ほ
ど
頻
出し 、
今
昔
物語
集の
文
章につ
い
て 、
読
者に
必
要以
上

に
雑
駁で
ある
かの
感
を
抱かせ
る
「
・

事
無限シ」
の
表
現もそ
の一
例

と
考え
ら
れる 。
もっ
と
も 、
「コ
ト
カ
ギ
リナシ」
の
場
合 、
乙
れと
同じ
言

い
方は
変
体
漢
文で
も出
来ない
乙
と
は
ない
の
か
も
知
れ
ず 、
実
際
「

事
限
リ

無シ」
とい
う
表記の
例が
見ら
れない
乙
とが
指
摘さ
れてい
引 )乙

と
を
思
え
ば 、
変
体
漢
文の
影
響が
あるの
か
も知
れない 。
し
か
し 、
乙
の

表
現
自
体は 、
変
休漢
文
的
表
現で
ある
よ
り
も 、
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穴の
空きた
る
中よ
り
出
る
水の
清く
冷きこ
と
限
りな
し 。(更科目記)

主
礼セ
キ
イヨ
イヨ
セ
ム
カ
タ
ナ
ク 、
カ
ナシム
事
カ
キ
リナシ 。
(法

華百座)
「
えい」
とい
らへ
た
りけ
れば 、
僧た
ち
笑ふζ
と
か
ぎ
りな
し 。

({子治拾
遺物
語)

といっ
た
和
文
的・
説
話
的な
もの
に
連
な
る
もの
で
あ
ろ
う 。
し
た
がっ

て 、
「
事
無限シ」
とい
う反
読を
必
要と
する
表
記
の
例
だ
けが
あ
ると
と

は 、
む
しろ
文
体や
表記
を
変
体
漢
文
的
な
もの
に
整
えよ
うと
す
る
本
集の

傾
向の一
例と
見るべ
き
なの
で
は
あ
る
まい
か 。
また
「
糸」
の
表
記で
あ

ら
わ
さ
れる
程
度
副
詞
「イト」
よ
うに 、
今
ま
で
漢
文訓
読
語
との
対
立が

(
幻)

論ぜ
ら
れてい
なが
ら
も 、
巻二
十
以
前に
も
平
均し
た
分
布を
持つ
和
文調

の
語
も 、
も
う一
度
「基
調」
とい
う
見
方で
把え
なお
し
て
み
る
必
要が
あ

ろ・つ 。と
の
よ
うに
見て
く
る
と 、
今
昔
物
語
集に
於け
る
和
文
的
文
体とい
う
も

の
は 、
や
は
り
非
常に
重
要な
役
割を
果し
てい
るこ
とが
わ
か
り 、
変
体
漢

文
体は
む
し
ろ
付
加さ
れた
もの
で
あ
る
感が
深い 。
勿
論 、
そ
うで
あ
る
か

ら
といっ
て 、
本
集に
於
ける
変
体
漢
文
体の
重
要
性は 、
宅
も
減ず
る
もの

で
は
ない
の
で
ある
が 、
先に
述べ
た
よ
う
な
本
集の
文
体上・
表
記
上の
傾

向を
重
視し
す
ぎて 、
その
基
本
的
文
体が
あた
か
も
変
体
漢
文そ
の
もの
で

あ
る
かの
よ
うに
見誤っ
て
は
な
ら
ない
の
で
あ
る 。
先に
も
示し
た
馬
淵
博

士の
言に
於て 、
本
集の
撰
者の
表
現
類
型が
「
変
体
漢
文に
ち
かい
が 、
も

う
少し
和
文よ
りの
もの」
(
傍
点
筆
者)
と
あるの
は 、
ま
た
添
えて
「
精

査
をへ
た
もの
で
は
ない」
とこ
と
わっ
て
お
ら
れる
よ
うに
表
面
的
な
見
方

で
あ
るが 、
そ
の
点で
ま
さ
に
正
鵠を
射た
もの
と
言
うと
とが
出
来る 。

註(1)
大
槻
文
彦
「言
海」

山
悶
孝
雄
「日
本
文
法
学
概
論」

(2)
古
事
記・
日
本
書
紀
(日
本
古
典
文
学
大
系)
万
葉
集
(
塙
書
房
刊

「
万
葉
集」
本
文
矯)

(3)
遠
藤
嘉
基
「訓
点
資
料
と
訓
点
語
の
研
究」一
六
七
頁
稲
垣
瑞
蕊「訓

点
資
料に
残
さ
れ
た
古
代
の
助
詞
『い』」
(「訓
点
語
と
訓
点
資
料」
日)

(4)
確
例
は
な
い 。

(5)
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よっ
た 。

(7)
山
田
厳
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
和
漢
両
文
脈
の
混
在
に
つ
い
て」

(「
国
語
と
国
文
学」
昭
和一
六
年一
O
月)

堀
田
要
治
「『
如シ』
と
『
様
ナ
リ』
と
か
ら
見
た
今
昔
物
詩
集
の
文
章」

(「
国
語
と
国
文
学」
昭
和一
六
年一
O
月)

同
「
今
昔
物
語に
於
け
る
伎
役
の
助
動
詞ス
'

サス・
シ
ム
に
つ
い
て」

(「
橋
本
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集」)

(7)
前
註
に
示
し
た
論
考
及
び
語
研
六一
頁
参
照 。

(8)
語
研
三一
七
i三

五
六
頁

(9)
語
研
三一
七
t三

五
六
頁
及
び
七
九
四
i八

二
九
頁

(叩)
岡
井
慎
吾
「日
本
渡
字
学
史」

馬
淵
和
夫
「
今
昔
物
語
集
の
言
語
の

問
題」
(「解
釈
と
鑑
賞」
昭
和
三
四
年
六
月)

(日)
調
査
文
献
日

土
佐
日
記 、
伊
勢
物
語・
大
和
物
語・
栄
花
物
語・
大
鏡

(日
本
古
典
文
学
大
系)
枕
草
子・
落
窪
物
語
(日
本
古
典
全
書)
宇
津
保

物
語・
狭
衣
物
語
(
古
典
文
庫)
竹
取
物
語
(
竹
取
物
語
総
索
引) 、
鯖
蛤

日
記
(か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引) 、
源
氏
物
語
(
対
校
源
氏
物
語
新
釈
用
語

索
引) 、
平
中
物
語
(
平
中
物
語
総
索
引) 、
和
泉
式
部
日
記
(
和
泉
式
部
日

記
総
索
引) 、
更
級
日
記
(
吏
級
日
記
総
索
引) 、
浜
松
中
納
言
物
語
(校
本
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浜
松
中
納
言
物
語
語
業
索
引)

(ロ)
疑
問
文
の
怠
味
論
的
研
究
に
は 、
宮
地
裕
「
疑
問
表
現
を
め
ぐっ
て」

(「
国
語
国
文」
昭
和二
六
年
九
月)
が
あ
る 。

(日)
片
寄
正
義
「
今
昔
物
語
集
の
研
究」

野
口
待
久
「
字
治
拾
遺
物
語
の

成
立
に
つ
い
て」
(「
言
語
と
文
芸」
昭
和
三
八
年一
月)

(U)
実
証
的
研
究
と
し
て
は 、
稲
垣
瑞
穏
「
抽出
文
訓
読
の
引
用
形
式
と
今
昔

物
語
集」
(「
遠
藤
博
士
還
暦
記
念
国
語
学論
文
集」)
が
あ
る 。

(日)
古
今
集
(
日
本
古
典
文
学
大
系) 、
後
援
策・
拾
遺
集
(
古
典
文
庫)

(日)
調
査
文
献
H

堤
中
納
言
物
語・
十
六
夜
日
記・
と
は
ず
が
た
り・
た
ま

き
は
る
(日
本
古
典
全
容) 、
松
浦
宮
物
語
(
群
書
類
爽)

(
臼)
保
元・
平
治・
平
家
と
も
に
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
り
調
査 。

(日)
峯
岸
明
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て」
(「
国

語
学」
お
椅)
桜
井
光
昭
「
今
昔
物
語
集
の
語
法
の
研
究」

(臼)
但
し 、
と
の
文
裂
の
場
合 、
七
例
中
四
例
ま
で
が
「
何
カ
|!

と
の

表
記
で
あ
る 。
し
か
し 、
と
の
場
合
は 、
「ナニ
カ
||ヤ」

と
は
読
め
な

い
よ
う
で
あ
る 。
そ
れ
は 、
築
烏
博
士
が
談
文
訓
読
中
に
は 、
「ナニ
カ
||

ヤ」
の
形
が
な
い
ζ
と
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(語
研
四
三
九
頁・

四
四
O
頁) 。
と
の
現
象
は 、
漢
文
訓
読
に
於
て
は
「ナン
ゾ」
か
ら
「
ナ

ニ
カ」
へ
の
変
化
が
完
全
に
は
起
ら
ず 、
「ナ
ン
ゾ」
が
後々
ま
で
圧
倒
的

に
優
勢
で
あ
っ
た
た
め
に 、
「ナニ
カ」
の
そ
う
し
た
用
法 ‘が
発
達
し
な
か

っ
た
乙
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

(初)
表
示
し
た
も
の
の
中
に 、
一
例
だ
け
係
助
詞
「
カ」
が
「イ
カ
デ」
に

下
接
し
て
い
な
い
も
の
(
巻
廿
七・
お)
も
含
め
で
あ
る 。
と
の
形
は 、
色

繋
字
類
抄
の
記
載
か
ら
見
る
と
和
文
専
用
と
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る 。

(幻)
前
掲
拙
稿
参
照

(詑)
「
今
昔
物
語
集
の
言
語
の
問
題」

月)
(お)
片
寄
正
義
「
今
昔
物
語
集
の
研
究」

永
井
義
憲
「
唱
導
の
文
学」
(日
本
古
典
鑑
賞
講
座
「
今
昔
物
語」
所
収)

(但)
中
野
猛
「
今
昔
物
語
集
の
作
者
に
つ
い
て」
(「
国
語」
昭
和
三
二
年
四

月)今
野
達
「
今
昔
物
詩
集
の
作
者
を
廻っ
て」
(「
国
語
と
国
文
学」
昭
和
三
三

年二
月)

(お)
し
た
がっ
て 、
法
撃
百
座
の
文
体へ
の
変
体
漢
文
の
影
響
は
あ
ま
り
考

え
な
く
て
も
良い
で
あ
ろ
う 。
事
実 、
明
確
に
変
体
漢
文
的
要
素
と
恩
わ
れ

る
も
の
は 、
今
の
と
と
ろ
発
見
し
て
い
な
い 。
な
お 、
法
撃
百
度
の
性
格
に

つ
い
て
の
言
及
は 、
春
日
政
治
「
和
漢
の
混
浴」
(「
古
訓
点
の
研
究」
所

収) 、
築
島
裕
「
平
安
初
期
の
言
語
生
活」
(「
国
語
と
国
文
学」
昭
和
四
三

年二
月)
な
ど
の
論
文
に
あ
る 。

(
お)
註
(9)
多
照 。

(幻)
今
昔
物
語
集
の
表
記
に
変
体
漢
文
の
影
響
が
あ
る
と
と
に
つ
い
て
は 、

山
口
佳
紀
「
今
昔
物
詩
集
表
記
法
管
見」
(「
国
語
と
国
文
学」
昭
和
四
十一

年一
二
月)
に
詳
し
い 。

(却)
そ
の
実
例
は 、
「
平
安
治
文」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
当
時
の
文
舎
に
い

く
ら
も
見
出
さ
れ
る 。

(
却)
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
『
ナニ』
の
用
法
に
つ
い
て」(「
中
大
国
文」

昭
和
三
九
年三
月)

(鈎)
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集」
・

四
の
解
説
参
照 。

(紅)
峯
岸
明
「
今
昔
物
詩
集
の
文
休
に
つ
い
て」
(「
国
文
学」
昭
和一二
三

年
一
一
月)

|
東
京
教
育
大
学
大
学
院
学
生
|

(「
解
釈
と
銭
賞」
昭
和
三
四
年
六
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